
ポートステートコントロールに備える

船員支援慈善団体への寄付

CHIRPインシデント報告制度による安全向上

釣った魚には要注意！
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船員の安全とウェルビーイングの確保は普段から重要な課
題ではありますが、昨今の厳しい状況下では、これがかつて
ないほど重要になっています。ブリタニヤは船員の皆さまの
安全向上に引き続き取り組んでおり、今回のCrew Watchで
は高所作業中の危険について、船内掲示用のポスターと併
せてご紹介します。また、世界中で船員支援活動を精力的に
行う慈善団体への寄付についてもご紹介します。

CLAIRE MYATT 
編集者

本号の「Crew Watch」をどうぞお楽しみください。有意義で、広く関心をお持ちい

ただける記事を掲載し、さらに充実させるべく努めてまいります。皆さまのご意見
を britanniacommunications@tindallriley.com までぜひお寄せください。

（翻訳）ブリタニヤP&Iクラブ日本支店
こちらは英語版の日本語訳です。日本語訳と英語版の間に齟齬がある
場合は英語版の内容を優先くださるようお願い申し上げます。

mailto:britanniacommunications@tindallriley.com
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検査への準備は
万全ですか?

ポートステートコントロールへの
備えと応対方法

Jacob Damgaard
Associate Director, 
Loss Prevention 
TR(B) Singapore
jdamgaard@tindallriley.com

付き添い  検査中はPSCOが1人になることのないようにし、
質問をされた場合にすぐに答えられるよう、必ず上級船員が 
1人付き添ってください。

検査が終わると、PSCOから検査結果が船長に渡されます。
船長は、指摘された不備・欠陥が不当だと判断した場合は、 
PSCOにすぐにその旨を伝え、また、必要であれば船主に連
絡をしてサポートを求めてください。

PSCOが下船したら、 検査報告書を船内のファイルに

保存し、コピーを船主の事務所に提出してください。　

見つかった不備・欠陥については、根本原因と再発防

止のための対策を是正措置報告書に記載してくださ

い。

ポートステートコントロール（PSC）に関する覚書が1982年に初めて採択されて
以来、 PSCはサブスタンダード船に対処するための重要な手段となってきまし
た。 この制度によって、地元当局は、管轄内の港に到着した外国船に対して
安全基準や堪航性が確保されているかを検査・確認することができます。

PSC当局に拘束されれば、多大な費用が発生するほか、遅延
や傭船料の損失にもつながりかねません。そのため、こうした
検査に常日頃から備えておくことが重要で、船員一人一人の
役割が極めて重要になってきます。

報告  不備・欠陥を隠そうとしてはいけません。SOLAS条約
では、不備・欠陥があった場合は地元PSC当局と旗国に報告し
なければならないと定めています。装置の部品に欠陥が見つ
かった場合でも、それが是正されるまでそのまま運航できるよ
う必要な承認を得るには、報告することが重要です。

整理整頓  第一印象は大切です。PSC検査官（PSCO）が
ギャングウェイを登ってきたときに、その船舶の第一印象は決
まります。そのため、有能な船員がきちんと手入れと管理を
行っている船舶だと思われるようにしましょう。

丁寧な応対 ギャングウェイの当直員は、PSCOが乗船してき
たら挨拶をし、速やかに乗船手続きを済ませて船長のところに
案内しましょう。検査中は丁寧に応対し、決して逆らってはいけ
ません。

書類 検査中にすぐに取り出して確認できるよう、証書や記録
類はすべてきちんと保管しておくようにしましょう。
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船員への　
支援活動



船員の健康とウェルビーイングは、ブリタニヤがオンラインで展開
している安全キャンペーン「BSafe」の重要な柱の1つです。BSafeで
は船員支援を目的に、船内の安全や船員のウェルビーイングに関
するベストプラクティスや最新の考え方を専用のウェブサイトから
発信しています。

ブリタニヤはこのキャンペーンを通じて、船員支援慈善
団体が実施しているそれぞれの取り組みも支援してい
ます。SAILORS' SOCIETY CEOのSara Baade氏は次の
ように話しています。
「船員業は世界の中でも特に厳しい仕事に数えられますが、パン
デミックとそれに伴う船員交代危機によって彼らが受けるストレス
や精神的なプレッシャーはますます強くなっており、私たちのところ
に掛かってくる電話も増えています。ですから、この度ブリタニヤ
P&Iが、私たちの『船員福祉啓発キャンペーン』にご参加くださった
ほか、『船員福祉プログラム』の拡大に向けて多額の寄付をしてく
ださるという形でメンタルヘルスケア活動に投資してくださったこと
に、改めて感謝申し上げます。」

THE MISSION TO SEAFARERS事務局長、Andrew 
Wright氏のコメント：
「長きにわたってご支援いただいているブリタニヤP&Iからこのよう
な寄付をいただき、非常にありがたく思っております。船員は大き
な試練に直面しながら世界のサプライチェーンの維持にも努めると
いう状況が続いており、今回の寄付はそうした船員のメンタルヘル
スケアに多大なる効果をもたらしてくれるでしょう。」

STELLA MARIS CEO、Martin Foley氏のコメント：
「STELLA MARISでは、世界各国で1,000名の訪船ボランティアと
チャプレン（聖職者）を擁した船員支援ネットワークを築いており、
ブリタニヤメンバーの船舶にも毎年数多く訪船し、船員支援を行っ
ています。船員に対する要求やプレッシャーの高まりに合わせて私
たちの支援強化も必要となっていますが、ブリタニヤからの長年に
わたる変わらぬご支援のおかげで、それが可能となっています。」

ISWAN CEO、Simon Grainge氏のコメント：
「船員にとって厳しい今の時期にブリタニヤからご支援をいただき、
とても感謝しております。今回寄付をいただいたおかげで、世界中
で求められている船員やその家族への支援を強化できます。」

コロナ禍において、船員の皆さまにのし掛かる要求やプ WEllNESS AT SEA
Sailors’ Societyは船員の研
修・支援プログラムを提供する
草分け的存在です。このプロ
グラムは海運業界の中でも最
も包括的で長期にわたって続
いているもので、200年に及ぶ
船員福祉支援の経験と心理
学のノウハウを組み合わせ、
階級を問わずすべての船員が
自分自身や他者のウェルビー
イングをうまく確保できるよう
になっています。

初期のプログラムが2015年か
ら実施されており、要望に応じ
て常に内容が変更されていま
す。また、船員やその家族、陸
上スタッフのウェルビーイング
支援強化を希望する個人や組
織向けに、さまざまな形式で
利用できるようになっていま
す。

さらに、Wellness at Sea 
Awarenessキャンペーンとし
て、船会社の船員向けにウェ
ルビーイングの重要性を無料
で紹介する活動も行われてい
ます。このキャンペーンは27週
にわたって実施されます。先
日、キャンペーンの対象者が
船員の家族と陸上スタッフにも
拡大され、支援の手を広げ、
対象者同士が理解を深められ
るようにもなっています。

ブリタニヤは長年にわたって
Sailors' Societyの活動を支援
してきたほか、BSafeキャン
ペーンの一環としてWellness 
at Sea Awarenessキャンペー
ンをメンバーの皆さまにお勧
めすることで、このキャンペー
ンを支援してきました。詳しく
はSailors' Societyのウェブサ
イトをご覧ください。

www.sailors-
society.org/wellness-at-sea-
home

レッシャーが高まっていること、また、 船員の福祉支援に
携わる慈善団体が果たす役割の重要さに鑑みて、この
度ブリタニヤは4つの団体に寄付を行いました。

• INTERNATIONAl SEAFARERS’ WElFARE AND
ASSISTANCE NETWORk (ISWAN)

• SAIlORS’ SOCIETY
• STEllA mARIS
• THE mISSION TO SEAFARERS
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活動を行っています。

安全違反や環境汚染に関する問題、セクハラ、いじめ、健康に被
害を及ぼしかねない問題などに気付いた場合は、CHIRPに連絡し
てください。

報告者の名前は一切出ない形で扱われます。
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インシデントの報告で
安全性を向上
CHIRPを活用した
安全問題啓発の仕組み

危険インシデント秘密報告制度（CHIRP）とは、秘匿性の高い独立した報告制度を設け
ることで、危険インシデントやヒヤリハットの報告を検証・調査するものです。船員から　
直接報告を受け、しかもその情報が完全に秘匿化されるというのは、他の制度には見
られない特徴です。

送られてきた報告については、内容が正しいか、悪意のあるものでないかの確認が直
ちに行われます。その後、関係者を交えてインシデントの根本原因を特定し、CHIRPとし
ての結論が刊行物の形で発表されます。ブリタニヤはスポンサーとして、CHIRPが発行
する雑誌『MARITIME FEEDBACK』をタガログ語に翻訳し、フィリピン人船員に配布する

WWW.CHIRPmARITImE.ORG 

Ang larawang tampok sa aming 

Cover page ay isang dramatic 

shot ng isang motor yacht na 

nasusunog. Bagama’t walang 

naging seryosong pinsala, 

naging traumatikong karanasan 

ito para sa dalawang taong 

nakasakay sa panahon na iyon. 

Ang ulat ng insidente ay hindi 

pangkaraniwan para sa CHIRP 

Maritime sa kadahilanang base 

ito sa accident investigation 

report imbes na sa ulat mula 

sa isang indibidwal. Ang ulat 

ay naglalaman ng maraming 

valuable safety lesson subalit, 

dagdag pa dito, ito’y tumatayo 

bilang modelo kung papaano 

nararapat imbestigahan ang 

ganitong insidente. Ang mga 

crew ay pinuri dahil sa mga 

wastong aksyon, samantalang 

ang kanilang mga pagkakamali 

ay tinukoy upang matuto  

tayo mula dito. Ang 

nangangasiwa nito ay dapat 

purihin dahil sa pagsa-

sapubliko ng safety lessons sa 

lalong madaling panahon. 

Ang mga seryosong 

insidente ay kadalasang 

iniimbestigahan ng mga 

responsableng nangangasiwa 

para sa barkong nasasangkot, 

o sa isang estado na kung saan 

ang insidente ay nangyari. Ito 

ay isang requirement na ang 

mga investigation report ay 

mailagak sa IMO upang matuto 

mula dito. Ang ganitong ulat ay 

hindi nilalayon na gamitin upang 

parusahan ang mga taong 

nasasangkot; kungdi bagkus 

ay upang maging paraan ng 

pagkatuto ng safety lessons. 

Ang mga ulat ay kadalasan na 

hindi isinasapubliko hangga’t 

ang lahat ng mga court cases 

ay natapos upang hindi ito 

magamit upang madawit ang 

mga taong kasangkot, na 

siyang matinong paraan upang 

matiyak na ang mga saksi 

ay makapagsalita ng buong 

katapatan, malaya at hindi 

mahaharap sa kaparusahan. 

Sa ganitong paraan, mayroong 

mas malaking tiyansa na ang 

mga saksi ay magsabi ng totoo 

at makakatulong ito sa mga 

imbestigador na malaman ang 

eksaktong nangyari. 

Ang kahinaan ng sistema ay 

ito, hindi naging requirement 

na ang mga investigation 

report ay mai-sapubliko, 

at ilan sa administrasyon 

ay hindi nilalabas ito. Sa 

aming opinyon, isa itong 

pagkakamali. Hinihimok 

namin ang lahat ng partido na 

ilathala ang lahat ng accident 

investigation report upang 

matutuhan ang mga safety 

lesson at upang magkaroon ng 

mas malaking tiyansa na ang 

mga kaparehas na aksidente 

ay maiwasan sa hinaharap. 

Sa iba pang dako ng 

edisyong ito ay mayroon 

kaming nakakabahalang 

account ng isang barko na 

sinubukang pagtakpan ang 

pagkakaroon ng Covid-19 sa 

barko, at isang ulat patungkol 

sa engine issues sa masamang 

panahon na kumukwestiyon 

patungkol sa pamumuno, 

komunikasyon at polisiya sa 

spare parts ng kumpanya. 

Tinalakay din namin ang 

mahihirap na paksa patungkol 

sa recreational vessels na 

may kinalaman sa fishing 

gear, pagsasaalang-alang ng 

unmooring operation kapag 

masama ang lagay ng panahon 

kasunod ng ship-to-ship 

transfer. Ang ulat nitong huli ay 

naglalaman ng mahahalagang 

impormasyon patungkol sa 

elasticity at iba’t ibang uri ng 

mooring ropes. 

Natutuhan din namin 

ang patungkol sa crew na 

sinubukang magpanatili ng 

isang speed log sa dagat at 

nauwi sa pagbaha sa isang 

co�erdam. Ang aming pilot’s 

corner ay nakatuon sa engine 

issues habang may arrival at 

departure manoeuvres. Ito 

ay iba-iba at interesanteng 

edisyon. Nagpapasalamat kami 

sa lahat ng mga reporters sa 

kanilang pagsusumikap na 

mapahusay ang kaligtasan ng 

bawat isa sa barko. 

Hanggang sa muli, mag-

ingat at nawa’y maihatid kayo 

ng ligtas pauwi mula sa lahat 

ng inyong paglalayag.

MARITIME

SUBMIT A REPORT

CHIRP always protects the identity of 

our reporters. We only keep personal 

details for as long as we need to

ONLINE

Reports can be submitted easily 

through our encrypted online form  

www.chirpmaritime.org/submit-a-report/

BY EMAIL

You can send us a report by emailing 

CHIRP direct, we will always protect 

your identity – reports@chirp.co.uk
An independent and confidential reporting system for the maritime industry 
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The CHIRP editorial

It took only Minutes…

Kami ay lubos na nagpapasalamat sa The Britannia Steam Ship Insurance Association 

Ltd sa kanilang suporta sa pagsasalin ng Maritime FEEDBACK sa wikang Filipino.

Capt. Je� Parfitt

Director (Maritime)

https://www.chirpmaritime.org/


船側で釣った魚を食べると非常に深刻な 　
健康被害を受ける可能性があります。　　　　 
さらに、遅延を引き起こして船主に高額ク
レームが発生するおそれもあります。

先日、船長を含む船員16名が、船側で釣ったオ
ニカマスを食べて病気になるという事態が発生
しました。彼らが罹ったのは、オニカマスなどサ
ンゴ礁域に生息する大型魚を食べることで発生
することの多いシガテラという中毒の一種で、魚
の餌となるプランクトンに含まれる毒素を原因と
するものです。

この毒素は無味無臭で、調理をしても消えませ
ん。

過去には、この食中毒に罹った船員が重症にな
り、集中治療を受けたケースもありました。　
ow.ly/PoK030rRn2F

幸い、今回、病院での処置は必要となったもの
の症状はそこまで深刻ではありませんでした。
ちょうど港にいるときで、地元の病院の緊急治療
室に速やかに搬送されたことが功を奏したので
す。その後、地元当局が乗船し、調査が徹底的
に行われました。

船側で釣った魚は無害のように思えるかもしれませんが、このような事件を聞くと、こうした魚を
口にするのは非常に危険であることを思い知らされます。

釣った魚の種類が分かっていると思っていても、場所によっては生態系に独特の問題があり、
魚が毒性を帯びている可能性があります。
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船側で釣った魚を食べると
食中毒になることも

https://britanniapandi.com/wp-content/uploads/2017/09/Risk-Watch-Vol-22-No-3.pdf?platform=hootsuite


先日発表した2件のBSAFE事例では、いずれも船員が重傷を負い、そのうちの1件では死亡という
悲劇的な結果になりました。

1件目は、ABが救命艇の修理を行おうとしたケースです。移動式のはしごを使ってデッキから4.8メートルの高
さまで登った際に発生しました。はしごはボースンが支えていましたが、それが滑った際に支えきれず、上に
いたABがデッキに転落してしまったのです。このABはハーネスやヘルメットを着けておらず、残念ながら亡く
なってしまいました。
ow.ly/YFr830rRn2Q

2件目は、2人の船員が仮設やぐらの上でホールドのメンテナンス作業を行っている最中に発生したケースで
す。2人が乗った状態でやぐらが動いてしまったことが原因です。いずれも安全ハーネスや命綱は着けていま
せんでした。やぐらが崩れ、デッキに転落した2人は重傷を負い、数週間の入院を余儀なくされました。
ow.ly/fk5z30rRn3f

毎回BSAFEポスターを
シリーズでお届けして
います。今回は適切な
個人防護具を着用せ
ずに高所作業を行った
場合の危険を喚起す
るポスターをご紹介し

ます。

BRITANNIA P&I高所作業ガイダンス　 
britanniapandi.com/topic/heights

作業中の安全確保

作業に適した命綱の着用を 
忘れずに。あなたの命を守って 
くれます。 
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